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目的の価額 へ100万円 へ200万円 へ500万円 へ1,000万円 へ3,000万円 -5,000万円 へ1億円 
まで まで まで まで まで まで まで 

手数料 5,000円 7,000円 1「,000円 17,000円 23,000円 29,000円 43,000円 

以下超過額5,000万円までごとに3億円まで13,000円10億円まで11,000円10億円を超えるもの8,000円加算。

※遺言手数料の場合は目的の価額が1億円まで1 1タ000円加算された金額になります。

※その他詳細につきましては公証役場へお問い合わせください。

当事者本人が公証役場に出向いて公正証書を作成する場合には、出向いた人が当事者本人であることを証明するために、次のような書類と印鑑が必要です。

個人の場合 籠若輩デ隷書攫嵩欝免許証● 法人の場合 蕎鑑灘犠蓮謹とと代表者の 

また、遺言公正証書以外の契約公正証書は、当事者本人の代理人が出向いて作成することもできますが、この場合には、当事者本人の委任状と当事者本人が

委任状に押した印鑑の印鑑証明書(法人の場合には、法人登記の謄本・抄本などのほか、法人の委任状とその委任状に押した代表者印の印鑑証明書)及び

出向いた人が代理人本人であることを証明するため、上記「個人の場合」に掲げた書類と印鑑とが必要となります。

大臣が、任命した公証人(杉並の場合、司

格後30年以上法律実務に従事)が執務する

依頼に基づいて、

① 遺言・任意後見契約などの公正証書の作成

② 定款や私文書の認証

③ 確定日付の付与

をして、文書の成立を公的に認めて、紛争を予防

することを職務としています。

な証拠カによって、裁判になっても立証

がいりません。

書の原本が公証役場に保存されます。

そのため、紛失・偽造・変造などの心配がありま

せん。

③ 強制執行に服する旨の条項を入れることによ

り、支払をしなかった者に対し、訴訟を起こさ

なくても、不動産や給料などの財産を差し押さ

えることができ、債権を取り立てることができ

ます。

のような場合は、遺言が必要・有益です。

人が全くいない場合

の間に子供がいない場合

③ 内縁の妻に財産を遺したい場合

④ 先妻の子供と後妻がいる場合

(り 息子の妻に財産を遺したい場合

⑥ 相続人ごとにそれぞれ特定の財産を

与えたい場合

⑦ 相続権のない孫に遺産を贈りたい場合

⑧ 遺産を公共団体や病院等に寄附したい場合

⑨ 知人や友人に遺産を贈りたい場合

⑲ 遺産分割協議の実施が困難な場合

⑪ 相続人の所在が分からない場合

遺言や任意後見契約・尊厳死宣言公正証書など

大切な契約を公正証書で。

公証に関するご相談は無料です。

あらかじめ電話でご予約の上、お越しください。

平成29年度版 荻窪駅南口から移転しています。

J R

東京京口丸ノ内線荻窪駅北口前

杉並公証役場
〒167-0032東京都杉並区天沼3丁目3番3号

(瀧澤荻窪ビルディング4階)

TEL (3391)7100 FAX (3391)7103


